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●No.36 こどもの尿路感染症とその検診
〈対談／堺薫・北川照男〉

●No.37 改訂・こどもの糖尿病と学校検尿
〈北川照男／著〉

●No.39 こどもの健康と食事
〈坂本元子／著〉

●No.40 こどもの健康のための運動と実際
〈塚越克己／著〉

●No.41 新・こどもの心臓病と事後指導
〈大国真彦・浅井利夫／著〉

●No.42 生涯検尿を考える
〈鼎談／北川照男・酒井 紀・山内邦昭〉

●No.43 こどもの事故とその予防
〈田中哲郎／著〉

●No.44 こどものスポーツと障害
〈浅井利夫／著〉

●No.45 こどもの検尿・おとなの検尿
〈村上睦美・小山哲夫／著〉

●No.46 小児期からの生活習慣病予防
〈貴田嘉一／著〉

●No.47 こどもの骨の健康づくり
〈佐藤亨至／著〉

●No.48 こどもの健康と水　
〈石川哲也／著〉

●No.49 こどもの貧血とその予防　
〈前田美穂／著〉

●No.50 こどもの健康と感染症　
〈寺山 武／著〉

●No.51 子どもの骨の病気をめぐって　
〈礒辺啓二郎／著〉

●No.52 体の成長と成長障害　
〈横谷 進／著〉

●No.53 新しい学校生活管理指導表―心臓病・腎臓病のこどものために
〈本田　悳・原田研介・村上睦美／著〉

●No.54 こどもの心と健康　
〈吉田弘道／著〉
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水
質
基
準
の
新
た
な
考
え
方

水
質
基
準
項
目
の
基
本
的
な
考

え
方
と
し
て
、
全
国
的
に
検
出
率

が
低
い
物
質
で
も
、
地
域
、
原
水

の
種
類
や
浄
水
方
法
に
よ
り
、
人

の
健
康
・
生
活
上
に
支
障
を
生
じ

る
恐
れ
の
あ
る
物
質
全
て
に
つ
い

て
検
査
基
準
が
設
け
ら
れ
ま
し

た
。そ

の
一
方
で
、
全
て
の
水
道
事

業
者
に
水
質
検
査
を
義
務
づ
け
る

項
目
と
、
各
水
道
事
業
者
の
置
か

れ
て
い
る
状
況
に
応
じ
て
省
略
が

で
き
る
項
目
を
定
め
、
法
を
柔
軟

に
運
用
で
き
る
考
え
方
が
導
入
さ

れ
ま
し
た
。

水
質
検
査
の
項
目

新
た
な
水
質
基
準
項
目
は
50
項

目
で
す
（
表
）。
水
道
事
業
者
は
、

こ
の
50
項
目
の
検
査
を
原
則
と
し

て
３
カ
月
に
１
回
行
な
う
こ
と
と

さ
れ
ま
し
た
（
た
だ
し
、
原
水
の

水
質
が
大
き
く
変
わ
る
お
そ
れ
が

少
な
く
、
検
査
結
果
が
基
準
値
よ

り
一
定
以
上
低
い
場
合
は
、
１
年

に
１
回
以
上
と
か
、
３
年
に
１
回

以
上
に
省
略
で
き
る
、
と
し
て
い

ま
す
）。

さ
ら
に
、
検
査
項
目
の
検
出
状

況
な
ど
か
ら
、
水
質
管
理
上
、
水

道
事
業
者
に
注
意
を
喚
起
す
る
こ

と
が
必
要
な
項
目
と
し
て
、
水
質

管
理
目
標
設
定
項
目
、
要
検
討
項

目
、
農
薬
類
対
象
リ
ス
ト
も
設
け

ら
れ
ま
し
た
。

省
略
検
査
項
目
の
選
択
の
指
針

水
質
検
査
の
項
目
を
省
略
す
る

に
当
た
り
、
合
理
的
、
効
率
的
な

運
用
を
図
る
目
的
で
指
針
が
示
さ

れ
ま
し
た
。

ま
ず
、前
述
の
50
項
目
の
う
ち
、

21
項
目
は
「
省
略
で
き
な
い
」

項
目
と
さ
れ
ま
し
た（
表
）。
そ
の

う
ち
の
９
項
目
は
１
カ
月
に
１
回
、

ま
た
、こ
の
９
項
目
を
含
む
21
項

目
は
３
カ
月
に
１
回
検
査
を
す
る

よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
水
道
用
資
機
材
・
薬
品

か
ら
の
溶
出
・
付
加
を
考
慮
す
べ

き
項
目
（
重
金
属
６
項
目
）
と
、

地
下
水
が
水
源
の
場
合
に
考
慮
す

べ
き
項
目
（
有
機
溶
剤
８
項
目
）、

さ
ら
に
、
湖
沼
な
ど
の
停
滞
水
中

の
臭
気
物
質
、
海
水
の
淡
水
化
に

伴
う
ホ
ウ
素
、
原
水
の
状
況
な
ど

を
考
慮
す
べ
き
重
金
属
や
界
面
活

性
剤
な
ど
15
項
目
が
、
各
水
道
事

業
体
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
に
応

じ
て
省
略
で
き
る
項
目
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

水
質
検
査
計
画
の
作
成
と
公
表

こ
の
よ
う
に
、
省
略
項
目
の
選

択
は
水
道
事
業
者
自
身
の
判
断
に

任
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

そ
の
判
断
が
適
正
で
か
つ
透
明
性

を
持
つ
た
め
に
、
水
道
事
業
者
が

項
目
の
省
略
理
由
も
含
め
て
、
事

前
に
水
質
検
査
計
画
を
作
成
し
公

表
す
る
こ
と
が
義
務
化
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
水
道
水
の
利

用
者
は
適
正
な
水
質
管
理
が
行
な

わ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る

制
度
に
な
り
ま
し
た
。

検
査
機
関
は
登
録
制
に

こ
れ
ま
で
の
指
定
検
査
機
関
制

度
は
、
登
録
検
査
機
関
制
度
に
変

わ
り
、
民
間
企
業
の
参
入
も
可
能

に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
検
査
精
度
と
信
頼
性
の

保
証
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
、
検

査
員
の
充
実
、
機
器
類
及
び
検
査

室
の
整
備
、
検
査
記
録
の
保
管
、

精
度
管
理
、
機
関
内
査
察
制
度
な

ど
の
充
実
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、

競
争
原
理
の
も
と
で
よ
り
精
度
の

高
い
検
査
が
実
施
さ
れ
る
体
制
が

整
い
ま
し
た
。

変
更
ま
た
は
新
た
に

加
わ
っ
た
検
査
項
目

人
の
健
康
に
影
響
を
及
ぼ
す
恐

れ
の
あ
る
も
の
や
、
に
お
い
な
ど

生
活
利
用
上
の
要
請
な
ど
か
ら
新

た
に
加
わ
っ
た
検
査
項
目
と
し
て

は
、
臭
素
酸
や
ク
ロ
ロ
酢
酸
、
ジ

ェ
オ
ス
ミ
ン
、
２
―

メ
チ
ル
イ
ソ

ボ
ル
ネ
オ
ー
ル
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
臭
素
酸
や
ク
ロ
ロ
酢
酸
は
、

有
機
物
や
カ
ル
キ
臭
・
カ
ビ
臭
の

除
去
に
有
効
な
「
オ
ゾ
ン
／
活
性

炭
処
理
」
を
行
う
水
道
水
や
、
次

亜
塩
素
酸
を
用
い
る
水
道
水
で
検

出
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
ジ
ェ
オ
ス

ミ
ン
、
２
―

メ
チ
ル
イ
ソ
ボ
ル
ネ

オ
ー
ル
は
、
ダ
ム
や
湖
沼
水
な
ど

を
水
源
と
す
る
場
合
の
カ
ビ
臭
の

元
に
な
る
物
質
で
す
。

ま
た
、
微
生
物
で
は
糞
便
性
汚

染
の
指
標
菌
と
し
て
よ
り
指
標
性

の
高
い
大
腸
菌
が
、
大
腸
菌
群
に

変
え
て
採
用
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
有
機
物
の
指
標
に
１
０
０
年

近
く
使
わ
れ
て
き
た
過
マ
ン
ガ
ン

酸
カ
リ
ウ
ム
消
費
量
は
、
全
有
機

炭
素
法（
Ｔ
Ｏ
Ｃ
）と
い
う
検
査
法

に
変
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

新
規
に
設
定
さ
れ
た
12
検
査
項
目
の

本
会
で
の
検
出
状
況

新
規
に
設
定
さ
れ
た
12
検
査

項
目
（
表
中
カ
ラ
ー
マ
ー
ク
の
項

目
）
に
つ
い
て
、
本
会
が
今
年
４

月
か
ら
６
月
ま
で
に
検
査
し
た

80
検
体
の
結
果
で
は
（
Ｔ
Ｏ
Ｃ

除
く
）、
判
定
基
準
を
超
え
た
も

の
は
地
下
水
１
件
か
ら
大
腸
菌
、

井
戸
水
１
件
か
ら
ホ
ウ
素
お
よ
び

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
が
検
出
さ
れ
る
も

の
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。し
か
し
、

後
者
の
井
戸
水
は
通
常
は
飲
料
水

に
使
用
し
て
い
な
い
も
の
で
し

た
。ま

た
、
検
出
限
界
を
超
え
て
検

出
さ
れ
た
も
の
は
、
ジ
ク
ロ
ロ
酢

酸
２
件
、
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
１

件
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
26
件
が
あ
る

も
の
の
、
い
ず
れ
も
基
準
値
の

10
分
の
１
を
わ
ず
か
に
超
え
る

も
の
で
、
従
来
の
検
査
項
目
も
含

め
て
特
に
問
題
に
な
る
検
体
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
れ
ま
で
も
、
わ
が
国
の
水
道

水
は
安
心
し
て
飲
め
る
水
で
し
た

が
、
改
正
後
は
水
道
事
業
者
に
よ

る
自
己
確
認
・
自
己
保
安
を
基
本

と
し
て
、
よ
り
細
や
か
に
地
域
特

性
に
基
づ
い
た
基
準
が
設
け
ら
れ

た
こ
と
か
ら
、
さ
ら
に
安
心
し
て

飲
め
る
水
が
提
供
さ
れ
る
こ
と
が

期
待
で
き
ま
す
。

本
会
で
は
、
新
た
な
検
査
項
目

に
対
応
し
た
検
査
機
器
の
導
入

や
、
検
査
員
の
技
術
研
修
な
ど
に

よ
っ
て
、
さ
ら
に
精
度
の
高
い
信

頼
性
の
あ
る
検
査
結
果
を
提
供
す

る
体
制
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
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ク
リ
プ
ト
ス
ポ
リ
ジ
ウ
ム
な
ど
の
微
生
物
や
、
新
た
に
加
わ
っ
た
オ
ゾ
ン
処
理
に
よ
る
ク
ロ
ロ
酢

酸
な
ど
の
消
毒
副
生
成
物
、
カ
ル
キ
臭
・
カ
ビ
臭
な
ど
も
問
題
と
な
り
、
水
道
水
の
安
全
性
に
つ
い

て
の
関
心
は
非
常
に
高
く
な
っ
て
い
る
。
最
近
の
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
の
需
要
増
は
、
こ
う
し
た

水
道
水
の
安
全
性
に
対
す
る
不
安
を
反
映
し
て
い
る
と
も
言
え
る
。
国
際
的
に
は
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保

健
機
関
）
の
「
飲
料
水
水
質
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
が
10
年
ぶ
り
に
全
面
的
に
改
正
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
ま
た
、
国
内
的
に
は
規
制
改
革
や
公
益
法
人
改
革
の
流
れ
の
な
か
で
、
水
道
水
の
検
査

体
制
も
よ
り
合
理
的
・
効
率
的
な
あ
り
方
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
水
道
水

の
水
質
管
理
を
充
実
・
強
化
す
る
た
め
に
、
厚
生
労
働
省
は
平
成
16
年
４
月
に
、
改
正
水
道
法
を

施
行
し
た
。
そ
こ
で
今
月
は
、
本
会
学
術
委
員
の
田
村
行
弘
・
前
都
立
衛
生
研
究
所
精
度
管
理
室
長

に
、
新
た
な
水
質
基
準
の
概
要
や
本
会
の
検
査
成
績
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
て
も
ら
っ
た
。

表 水質基準に関する省令（平成１５年厚生労働省令第101号）�
に基づく検査�

検　査
項目数 検査項目 検査頻度

50

項

目

省
略
で
き
な
い
21
項
目

一般細菌、大腸菌、塩化物

イオン、ｐＨ値、味、臭気、色

度、濁度、有機物等（過マ

ンガン酸カリウム消費量）

１
ヵ
月
に
１
回

シアン化物イオン及び塩化シアン、

臭素酸、ジブロモクロロメタン、クロ

ロホルム、ブロモジクロロメタン、ブ

ロモホルム、総トリハロメタン、クロ

ロ酢酸、ジクロロ酢酸、トリクロロ酢

酸、ホルムアルデヒド、硝酸態窒素

及び亜硝酸態窒素

３
ヵ
月
に
１
回

３ヵ月に１回

原水の水質が大

きく変わる恐れ

が少ないと認め

られる場合で、過

去３年間の検査

結果が基準値の

1／5以下である

時は１年に１回以

上、1／10以下

である時は3年

に１回以上に省

略可

は、新規に設定された項目
改正水道法に対応して導入した

イオンクロマトグラフ・ポストカラム（本会）

カドミウム及びその化合物、水銀及びその

化合物、セレン及びその化合物、ヒ素及び

その化合物、鉛及びその化合物、六価ク

ロム化合物、硝酸態窒素及び亜硝酸態

窒素、フッ素及びその化合物、ホウ素及び

その化合物、四塩化炭素、1,4-ジオキサン、

1,1-ジクロロエチレン、シス-1,2-ジクロロエ

チレン、ジクロロメタン、テトラクロロエチレ

ン、トリクロロエチレン、ベンゼン、亜鉛及び

その化合物、鉄及びその化合物、アルミニ

ウム及びその化合物、銅及びその化合物、

マンガン及びその化合物、ナトリウム及び

その化合物、カルシウム,マグネシウム等

（硬度）、蒸発残留物、陰イオン界面活性

剤、非イオン界面活性剤、フェノール類、ジ

ェオスミン、2-メチルイソボルネオール


